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田代山農道整備事業について 

 

１ 目 的 

県道 740 号（小田原湯河原）と広域農道小田原湯河原線を結ぶ田代山農道は、  

農業利用だけでなく、津波や高波等により、国道 135号が通行不能になった場合の

緊急避難路としての役割を担うことから、拡幅整備を行う。 

 

２ 事業概要 

  農道整備 延長  35ｍ 

       幅員  6.5ｍ 

 

３ 事業主体 

  小田原市 

 

４ 財 源 

  農村地域防災減災事業費補助金（県７/10（国 5/10））、地方債 

   

５ 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒルトン小田原 
リゾート＆スパ 

全体計画 L=690ｍ 

令和７年３月補正 

 

両側整備済(R6まで)

令和７年３月補正

片側整備済(R6まで)

令和７年度以降

凡　例

L=35ｍ 

繰越明許費 
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農地保全事業（曽我別所地区）について 
 

１ 目 的 

県が実施する老朽化した水兼農道の再整備事業に対し負担金を支出することに

より、農地を保全し、農業経営の安定を図る。 

 

２ 事業概要 

  農道整備 延長  36ｍ 

       幅員  3.0ｍ 

 

３ 事業主体 

  神奈川県  

     

４ 財 源 

  地方債 

 

５ 位置図 

 

 

六本松跡 沼代 

田島 

令和７年３月補正 

L=36ｍ 

県道 72号（松田国府津） 

 

  凡　例

令和６年度まで

令和７年３月補正

令和７年度以降

繰越明許費 
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湛水防除事業（鬼柳地区）について 
 

１ 目 的 

県が実施する鬼柳堰の改良事業に対し負担金を支出することにより、湛水被害を

防止し、農業経営の安定を図る。 

 

２ 事業概要 

  水路改修 延長  58ｍ 

   

３ 事業主体 

  神奈川県 

 

４ 財 源 

  地方債 

 

５ 位置図 

 繰越明許費補正 

令和７年３月補正  
L=58ｍ 

 

上府中公園 

卸
商
業
団
地 

鬼
柳
・
桑
原
地
区

工
業
団
地 

 

 
凡　例

令和６年度まで

令和７年３月補正

令和７年度以降

繰越明許費 
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小田原漁港機能保全事業 施工箇所図（令和６年度３月補正予算・繰越明許費） 

本 港 

款 項 事業名 
翌年度 

繰越額 

左の財源 

地方債 一般財源 

農林水産業費 水産業費 小田原漁港機能保全事業 4,000 千円 3,900 千円 100 千円 

 

新 港 

漁港の駅 
TOTOCO 小田原 

耐震強化岸壁泊地浚渫工事 N=１式 

蓄養水面 

西側エリア 

  
事業費 
（千円） 

負担率 
（％） 

負担額 
（千円） 

補正予算額 
（千円） 

変更前 １号船揚場機能保全詳細設計業務 10,000 15 1,500 
2,500 

変更後 耐震強化岸壁泊地浚渫工事 80,000 5 4,000 

 
内訳 

（当初） 10,000 5 500  

 （補正） 70,000 5 3,500 

 

１号船揚場機能保全詳細設計業務 N=１式 
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①国府津駅～橘団地（20 便/日）      ②小田原駅～石名坂（10 便/日） 

路線バス等移動手段確保維持対策事業 

（地域公共交通確保維持費補助金）について 
 

１ 目 的 

バス事業者が単独で維持することが困難となったバス路線について、国の

地域間幹線系統確保維持費国庫補助金の取り扱いに準じて、市域を継続し

て運行する路線に対して、運行維持に必要な経費の一部を補助することで、

市民生活に欠かせない移動手段を維持・確保する。 

 

２ 事業概要 

  バス事業者から、退出または減回の申出があった路線について、神奈川県

生活交通確保対策地域協議会での協議結果に基づき、運行経費と運賃収入

との差額を補助する。 

 

３ 対象路線  

 

 

 

 

 

 

 

小田原駅 

石橋 

米神 

根府川駅 

早川駅 

石名坂 

江之浦 

赤沢 
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４ 増額の理由 

市が運行経費の一部を補助している２路線について、当初予算では、運行

経費（国が定めるブロック単価）から運賃収入を差し引いた収支不足額の 

２分の１の補助を予定していた。しかしながら、②小田原駅～石名坂線につ

いては、令和６年３月 25 日付けで、神奈川県生活交通確保対策地域協議会

において、「市が運行収支の赤字額（運行経費は事業者の実単価で算出）を

全額補助することにより路線を維持する」という方策を講じることで協議

が調った（令和６年６月 18 日開催の建設経済常任委員会で報告済）。 

このことから、今年度のこれまでの運行実績の収支より、当初予算額では

不足することが見込まれるため、増額するものである。 

 

５ 予算額 

  3,683 千円 

内訳               （単位：千円） 

路線／協議結果 運行経費 運賃収入 収支不足額 補助額 当初予算額 不足額 

①国府津駅～橘団地 

収支不足額の 1/2 を補助 

(17,000・国) 

16,760・国 

(4,300) 

10,950 

(12,700) 

5,810 

(6,400) 

2,905 

12,200 3,683 ②小田原駅～石名坂 

(収支不足額の 1/2 を補助) 

収支不足額の全額を補助 

(14,500・国) 

20,287・実 

(3,000) 

7,309 

(11,500) 

12,978 

(5,800) 

12,978 

※上段(  )内は当初予算 

※運行経費欄の「国」は国単価、「実」は実単価 
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井細田大橋 

説明板（鋳物製）設置 

１５００ｍｍ×４００ｍｍ 

市道2246 

竹橋 
町田小学校 

国 

道 

２ 

５ 

５

号 

凡 例 

改修前の山王川 

（イメージ） 

山王川改修 100年説明板製作設置事業について 
 

１ 事業概要 

  過去、大きく蛇行していた山王川は、大正 14年（1925年）に現在の直線的な河川

へと改修され、地域のまち並みの礎となった。工事完成から令和７年度（2025年度）

で 100年を迎えることから、改修当時の地元住民の尽力や事業の経緯を残してもらい

たいとの趣旨で、令和６年（2024 年）11 月に市民から記念事業に向けたご寄附をい

ただいた。ついては、寄附者のご意向に沿い、説明板を製作し、山王川に架かる市道

2246（竹橋）の高欄に設置する。 

  なお、早期に発注するが、製作に要す期間を見越し、当該予算を翌年度へ繰り越す

ものである。 

 

２ 設置イメージ図 

   

 

 

 

 

３ 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


